
提案箇所一覧

国への提案事項

広島港

厳島港
尾道糸崎港

福山港

H

内容港名・地区名

・ＣＮＰの形成に向けた協力・支援
・大水深岸壁・泊地の整備【直轄】
・岸壁（水深10ｍ⇒12ｍ化・耐震強化）の整備【直轄】

広島港
出島地区
宇品地区

・ＣＮＰの形成に向けた協力・支援
・岸壁・航路・泊地（水深12ｍ）の整備【直轄】
・船舶の運航効率改善に係る規制緩和（余裕水深緩和等）
・企業及び地方の負担を軽減する新たな制度設計
・福山本航路（水深16ｍ⇒18ｍ化）の整備【直轄】

福山港
箕島地区
本航路 等

・ＣＮＰの形成に向けた協力・支援
・泊地（水深7.5ｍ⇒10ｍ化）の整備【直轄】
・緑地等の整備

尾道糸崎港
機織地区
内港地区

・新ターミナル周辺の港湾施設の整備
厳島港
宮島口地区

１ 広島港・福山港・尾道糸崎港について、出島地区コンテナ物流拠点をはじめとした、地
域産業のグローバル化への対応など企業活動を支える物流基盤の充実・強化を図るため、
着実な整備に必要な財政措置。

２ 尾道糸崎港・厳島港について、観光・交流の拠点機能の強化を図るため、着実な整備
に必要な財政措置。

３ クルーズ客船の更なる寄港回数増加を図るため、誘致活動に対する助成制度の継続と、
ＣＩＱ手続きの一層の体制強化。

４ カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成に向けた協力・支援。

【提案先省庁：内閣府、法務省、財務省、
国土交通省、出入国在留管理庁】

４ 社会資本整備の推進

（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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○ 宇品地区は自動車運搬船が大型化しているなか、岸壁の水深が浅く満載して輸送することが困難なため、喫水調整を余儀なくされている。
○ 広島港中央地域において、大規模地震が発生した場合、背後圏住民への緊急物資の輸送及び周辺の産業活動の継続に支障を来すことが想定
される。

課 題

１-１地域の企業活動を支える広島港の物流基盤の充実・強化

（千TEU）

第３－２工区

約２５ｈａ

出島国際コンテナターミナル

225 221
255 255 276 278

224 242
279 279 272

0
50

100
150
200
250
300

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

広島港のコンテナ取扱量の推移

４ 社会資本整備の推進
（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

L型ブロック据付状況 R7.1

岸壁（水深12ｍ）の延伸

航路及び泊地の整備

マツダ㈱に分譲
（R8.12に一部総業予定）

○広島港におけるコンテナ取扱量は増加傾向である中、出島地区のコンテ
ナ貨物の相手国となる東南アジアの割合も増加傾向となっており、輸送の効率
化が求められている。
〇出島地区に寄港している船舶は年々大型化しており、現状の岸壁延長では船舶の大
型化への対応が困難な状況となっている。

東南アジア諸国等の貨物需要の増加やコンテナ船の大型化に対応する
ためには、出島地区の大水深岸壁・泊地の早期整備が必要

自動車運搬船の喫水調整状況

自動車運搬船の大型化への対応（非効率な輸送形態の解消）、

大規模地震発生時の物流機能の確保が必要

広島港（出島地区）

第３－１工区

約１３ｈａ

広島港（宇品地区）

岸壁（水深12ｍ化）【耐震】の整備

航路・泊地（水深12m化）

ふ頭用地

耐震強化岸壁の調整状況
出典：広島港湾計画

中央地域

宇品地区

耐震強化岸壁（整備済）
耐震強化岸壁（計画）
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箕沖地区

福山港

福
山
港
本
航
路

岸壁（水深12ｍ）の整備

箕島地区

航路及び泊地
（水深12ｍ化）

バイオマス発電所
令和７年運転開始

課 題

１-２ 地域の基幹産業のグローバル化に対応する福山港の機能強化
国際バルク戦略港湾福山港における効率的な輸送の早期実現

鋼材の輸出

造船機材の輸出

【備讃瀬戸北航路】

余裕水深緩和

潮位利用緩和

【福山港本航路】

余裕水深緩和

潮位利用緩和

ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所

福山港

本航路の整備（水深 16ｍ⇒水深18ｍ化）

水島港

○ 箕島地区を利用する福山港背後の鉄鋼業や造船業は、海外需要の増加に対応するため、遠方地への輸出も強化しており、鋼材や造船関連資材の
輸出も増加が見込まれているが、現時点においても、大型船対応の岸壁が不足しているため、喫水調整を行うなど非効率な輸送を強いられている。
また、当該地区においては、新たなバイオマス発電所の建設が令和７年５月の運転開始を目指し進められており、大型船による木質ペレットの搬入も
計画されている。
○ このような状況のなか、効率的な輸送や船舶の大型化に対応するため、平成30年度に新規事業化された箕島・箕沖地区ふ頭再編改良事業(岸
壁、航路・泊地)について、箕沖地区は令和３年度に完成しており、引き続き箕島地区の早期完成が求められている。

地域の基幹産業のグローバル化等への対応が必要
輸出貨物の増加 （箕島地区）

鋼材の輸出

貨物を減載して入港する船舶

（満載喫水9ｍ⇒入港喫水6.5ｍ）

0 200 400

福山

大分

鹿島

水島

木更津

名古屋

和歌山下津

452 
438 

400 
297 

239 
196 
191 

鋼材+鉄鋼 輸出量（R5）

単位：万トン

非効率な輸送形態（箕島地区）

４ 社会資本整備の推進
（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化
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○ 尾道糸崎港内港地区は、社会情勢の変化に伴う航路利用者の減少や港湾施設の老朽化、市中心部における港を活用した賑わいの
創出や魅力的な都市景観づくりが課題となっている。
○ 厳島港宮島口地区の新ターミナルと浮桟橋は、令和２年２月に供用開始し、令和５年３月には立体駐車場とアクセス道路の一部が供
用開始している。また、令和６年３月には賑わい創出に資する緑地が供用開始しており、今後、アクセス道路の早期完成が求められている。

課 題

４ 社会資本整備の推進
（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

課 題

１-３ 地域の基幹産業の競争力強化に資する尾道糸崎港の航路・泊地整備

喫水7.5ｍで入港

○ 機織地区は30,000DWT級の木材運搬船が入港しているが、泊地(整備中)の水深が不足しているため、積荷を減載するなど非効率な
輸送を余儀なくされている。

木材運搬船の大型化への対応が必要（非効率な輸送形態の解消）

木材運搬船の
喫水調整状況

尾道糸崎港（機織地区）

0 50 100

呉

鹿島

境

尾道糸崎

須崎

岩国

仙台塩釜

98 
56 

13 
12 
11 

7 
5 

原木輸入量（R5）

単位：万トン

泊地
（水深7.5m⇒10m化）

428 457 431 466

221 188

283

465
485 
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来
島
者
数

宮島来島者の推移
（万人）

浮桟橋
(R2.2 供用開始) 新ターミナル

(R2.2 供用開始)

JR宮島口駅

広電宮島線

JR山陽本線

アクセス道路
国道２号

立体駐車場
(R5.3 供用開始)厳島港（宮島口地区）

緑地
(R6.3 供用開始)

観光客の利便性向上への対応が必要尾道糸崎港
（内港地区）

緑地

旅客ターミナル

JR三原駅

２ 観光・交流の拠点となる尾道糸崎港・厳島港の港湾機能の強化
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課 題

３ クルーズ客船の寄港増加に向けた支援等

（回）

（予定）

４ 社会資本整備の推進
（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

CIQ棟内の設営状況
出国審査を待つ
乗客の列

シアトルセミナー
（６港連携事業）

岸壁における客船から
CIQ棟までの導線（入国審査）

（年）

出入国審査状況

国の観光立国推進計画において、２０２５年の外国クルーズ客船の寄港回数
がコロナ前の水準の2,000回を超えることを目指している中、積極的な誘致活
動に取り組んだ結果、2025（令和７）年の寄港回数は過去最高となる見込み

広島港のクルーズ客船寄港回数の推移

○ クルーズ客船の更なる寄港回数増加を図るため、誘致活動に対する財政支援や取組の継続が必要

○ 円滑な受入を図るため、出入国審査の時間短縮に繋がる手続きの導入や人員確保など、ＣＩＱ手続
きの迅速化に向けた環境の整備が必要

寄港増加に向けた誘致活動
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課 題

４ カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成に向けた協力・支援

○ ＣＯ2発生量の多い鉄鋼業が立地する福山港、自動車関連や産業機械などの多様な製造業が立地する広島港において、令和５年に
「港湾脱炭素化推進協議会」を設立し、今年度、「広島港港湾脱炭素化推進計画」を策定した。また、尾道糸崎港についても、令和６年度
に同様に協議会を設立した。
○ 港湾地域の脱炭素化に向けて、港湾脱炭素化推進計画作成や作成後の取組などに係る協力や財政支援の継続実施に加え、次世代
エネルギーの国全体でのサプライチェーンの最適化に向けた検討等が必要である。

・福山港（第２回）

⇒令和７年２月10日

・尾道糸崎港（第１回）

⇒令和７年３月２６日

４ 社会資本整備の推進
（６）物流・交流の拠点となる港湾機能の強化

広島港港湾脱炭素化推進計画（Ｒ７.４策定）

江波地区

観音地区

五日市地区

廿日市地区

出島西地区

宇品地区

出島地区

宇品外貿地区

仁保地区

海田地区

2022年度2013年度区分

約1.2万約1.4万ﾀｰﾐﾅﾙ内

約0.4万約0.5万
ﾀｰﾐﾅﾙを出入りす
る船舶･車両

約64.5万約86.2万ﾀｰﾐﾅﾙ外

約66.0万約88.0万合計

主な取組（官民が連携して行う脱炭素化推進事業）

：ターミナル外
：ターミナル内（物流）
：ターミナル内（旅客）

凡例

ターミナル外ターミナルを出入りする船舶・車両ターミナル内

・バイオマス混焼比率の向上
・アンモニア専焼自家発電設備建設
・LNGを燃料とする自動車運搬船の利用
・太陽光発電設備導入
・工場の省エネ活動実施
・e-methaneの導入・供給 など

・ハイブリッドEVコンテナ船の導入(実証)
・船舶内照明のLED化
・低・脱炭素型船舶の導入
・低・脱炭素型車両の導入 など

・照明設備のLED化
・荷役機械の低・脱炭素化
・コンテナ荷役作業の効率化
・陸上電力供給設備の導入 など

福山港・尾道糸崎港の取組状況

福山港(第2回)協議会

【現状】CO2排出量（トン） 【目標】CO2排出量（トン）

65.1万(26％減)短期(2027年度)

47.5万(46％減）中期(2030年度)

実質0長期(2050年度)

尾道糸崎港(第１回)協議会
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